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1. 年々体格 がいちじ るし く向上してい る 傾 向 に お

り, 短大生の中にも胸囲90cni以上 の学生 が多 くみうけ ら

れる。 これらの人達は，通常の標準体 を基準 にし た原型

製図法に よる と，か なりの個所 に多 くの補正を加 える必

要が生じ てくる。補正 が多いこ とは，型紙補正 の上か ら

は採寸 部位を多く とら ねば ならず，さ らに仮縫 補正 の技

術も要求され る。い ずれも初心者 には むづかし いこ とで

ある。 そこで，採寸部位はでき るだけ少 なくし，しか も

補正も少なくてすむ ような胴部原型製図法を，胸囲90ciii

以 上の人 につい て考えてみた。

2. 調査対象とし た本学学生830名お よび関係者15  名

中，胸 囲90cm 以上の者は63名であった。その うち から40

名（ 昭和24年 生～昭和19年生）を選び出し，胴部原型製

図 に必要な17個所の採寸を行なった。その採寸値を統計

分析し,ご く一般的な７種類の原型製図法 と比較検討し，

その相違を摘出した。 また，新製図法に よる理論値 と実

測 値との適含吐を検討 した。

3. その結果, 胸囲90em 以上の胸囲特大の人について，

採寸 の簡単な胸囲，背丈の２個所のみから各部位の値を

割 り出し，し かも補正がほとんどない 胴部原型 製図法を

考え出し た。


